
パネリスト

大阪大学 名誉教授
JST社会技術研究開発センター長

1978年京都大学理学部卒業。1983年東
京大大学院理学系研究科博士課程修了。
専門は科学哲学、科学技術社会論。福岡教
育大学、南山大学を経て、2005年4月より大
阪大学教授。理事・副学長を経て2020年
退職。社会における科学技術のあり方につ
いて、専門家と市民が同じテーブルで理解
を深め提言する「コンセンサス会議」を日本
で実施。著書に「誰が科学技術について考
えるのか」「トランスサイエンスの時代」など。

東京大学大学院総合文化研究科
教授

����年東京大学教養学部卒、����
年総合文化研究科博士課程修了。
博士（学術）。東京大学助手、科学技
術政策研究所主任研究官、東京大
学総合文化研究科准教授を経て、
����年教授 。����年東京大学理
事・副学長（現職）。専門は科学技術
社会論・科学計量学。著書に「専門
知と公 共 性 」「 科 学 者 の社 会 的 責
任」など。

村上 陽一郎
基調講演1936年東京生まれ、東京大学教養学部、同大学院比較文学・比較文化博士課程で科学史・科学哲学・科学社会

学を学ぶ。上智大学理工学部物理学科助手、助教授、東京大学教養学部、助教授、教授、同先端科学技術研究セ
ンター教授、センター長、国際基督教大学教授、同オスマー科学特別教授、東京理科大学大学院教授、東洋英和
女学院大学学長などを歴任。ほかにウィーン工科大学招聘教授、北京人民大学客座教授など。
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小林 傳司
パネリスト

藤垣 裕子
国立歴史民俗博物館 教授

����年福岡市生まれ。中学生の時
に観た「奴国展」を契機に考古学に
関心を持つ。��代の弥生開始期の
土器研究をへて、��代から自然科学
との学際研究の道へ。��代より炭素
��年代測定、古気候復元、DNA分析
にとりくむ。����年に発表した新し
い弥生時代の年代観は����年から
高校教科書へ採録。

パネリスト

藤尾 慎一郎
日本たばこ産業株式会社 
取締役会長

����年日本専売公社（現日本たばこ
産業（株））入社。経営企画部長、食品事
業本部長、JT International S.A.副社
長、代表取締役副社長たばこ本部長、
取締役副会長を経て、����年�月より
取締役会長（現任）。また、（株）ベネッ
セコーポレーション、TDK（株）、（株）
and Capitalの社外取締役及び（公社）
経済同友会副代表幹事、（一社）日本ア
スペン研究所副理事長も務める。

パネリスト

岩井 睦雄
日本大学 常務理事
特定非営利活動法人ウッドデッキ 
代表理事

東芝総合研究所にて半導体研究開
発を担当、理学博士。カナダダルハ
ウジー大学ポストドク、東芝研究開
発センター技術管理部門長、科学技
術振興機構副理事を経て、����年
��月より現職。この他、内閣府STEM 
Girls Ambassador、日本学術会議
第��期副会長。人文知応援フォーラ
ム理事。

総合司会

渡辺 美代子

第4回 人文知応援大会

総合知を

   求めて
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人間の知はあらゆる分野で専門化を深めています。しかしそれが必然的にもたらす細分化ゆえ
に、専門知はその分野の部分最適は達成できても、気候変動であれ、社会の分断であれ、我々が直
面する複雑で相互に絡み合った問題を包括的に解決することはできません。一分野の問題解決が、他の分
野の問題解決を妨げるばかりか、かえってマイナスの結果をもたらすことさえあるからです。
一人の人間が、進歩を続けるすべての分野の専門知を習得することが不可能な中で、全体最適を求める上
で不可欠な「総合知」を、人類はいかにして得ることができるのでしょうか。今後ますます進化するであろうAI
（人工知能）が人間に代わってビッグデータを駆使して全体最適解をみつけることができるのでしょうか。
本大会では、最先端の科学的知見が、常に全体として人間社会の役に立ち、自然の保護につながるために、
科学者個人や社会全体を導くどのような仕組みを構築すべきかについて議論を行います。

第４回人文知応援大会実行委員長　近藤  誠一
（人文知応援フォーラム代表理事・元文化庁長官）

13:30 開会挨拶

14:25～ 14:50 休憩

大原謙一郎（人文知応援フォーラム代表理事）

木部　暢子（人間文化研究機構機構長）

16:50～ 17:00 閉会挨拶 近藤　誠一（人文知応援フォーラム代表理事）

大会宣言採択

13:40～ 14:25

「総合知を求めて」
村上陽一郎（東京大学・国際基督教大学 名誉教授）

基調講演

総合司会：渡辺美代子（人文知応援フォーラム理事）大会プログラム

14:50～ 16:50

「総合知を求めて」
パネル討論

 ファシリテーター ：村上陽一郎（東京大学・国際基督教大学 名誉教授）

 　　　パネリスト：岩井　睦雄（日本たばこ産業株式会社 取締役会長）

　　　　　　 小林　傳司（大阪大学 名誉教授）

 　　　　　　 藤尾慎一郎（国立歴史民俗博物館 教授）

 　　　　　　 藤垣　裕子（東京大学大学院総合文化研究科 教授）

https://www.nihu.jp/ja/event/20240310

大会終了後に懇親会（17:30～19:30）を開催します。

人文知応援大会にお申し込みいただいた方に、人文知応援フォーラムからご案内を差し上げます。
【同日開催】懇親会のご案内
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東京メトロ半蔵門線、都営三田線、都営新宿線
神保町駅（A8・A9出口）徒歩4分
東京メトロ東西線　竹橋駅（1b 出口）徒歩4分

アクセス

ウェブサイト

お問合せ先

第4回人文知応援大会事務局
［  TEL  ］03-3528-9841
［ MAIL ］nihu-sympo2024@adthree.net

オンライン
配信あり
※要事前申込
※手話通訳あり


